
不規則抗体同定検査において全てのパネル赤血球と陽性反応(汎反応性凝集反応)を呈することがある。汎反
応性を認める場合、自己抗体、高頻度抗原に対する抗体などを考慮して検査を進めることになる。

今回は、汎反応性を呈する症例をどのように考え、アプローチしていくか意見交換を通して学んでいきたい。

また、説明に難渋する汎反応性凝集反応の医師への説明方法についても検討したい。
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汎反応性凝集で困った！
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